
ヴァノアーズ・トレッキング 

期間 2013.8.3～8.4 
オールマウンテンクラブ 

 
8 月 2 日の朝チューリッヒに着き、車をレンタルして高速道路をベルンからアヌシーまで走ら

せた。アヌシーで市内観光をした後、アルベールヴィルに宿泊した。 

今回のヨーロッパアルプスの旅の始まりはヴァノアーズ国立公園を訪れ足慣らしから始めた。

ヴァノワーズは 4000ｍ級の高山はないが美しい自然と野生動物と高山植物の宝庫と聞いていた。

実際、山を歩いていると高山植物が豊富でマーモットやカモシカ、アイベックスに出会うことが

できた。アイベックスはプラロニャンのシンボルマークになっている。 

 主峰グランド・カッス（3852ｍ）は登攀意欲をそそられる魅力的な山の姿をしていた。3000m

を越える山々にヨーロッパで最も大きな天蓋氷河を見ることができる。 
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アヌシー城 

 

 

 

   牢獄であった建物 

   内部から外を見る 



トレッキング 1日目 8 月 3 日 

 向かった先のプラロニァンは落ち着いた小さな町でスキーと登山の基地で名高い。無料の駐車

場が小高い丘の上にありすぐ下に町が見下ろせた。駐車場の横には墓地があった。中高年グルー

プが賑やかにハイキングの準備をしている姿は日本でもよく見かける光景である。 

今回のトレッキングコース一日目はゴンドラで標高 2013ｍのモン・ボショーまで上がりスキー

場に出たところから歩き始めた。ここから谷の道には下りずにそのままスキー場を登り詰めた。

スキー場の中は楽しいコースとは言いがたいが放牧している光景や四方の山岳風景を見ながらの

ハイキングはアルプスに来たという感慨を湧かせてくれる。やがてスキー場を抜けて山岳地帯に

入る。そしてロッセのコルに出たところで一気に展望が開けグランド・カッスが眼前に展開した。 
コルからガラ場の下りにかかるとやがて谷から登ってくる一般道と大きな池（湖）が見えた。

この池はラック･デ･ヴァシュと呼ばれ「牛の湖」という意味であることを帰ってから知った。池

の真ん中に石畳が敷かれておりこの上を歩くことができるようになっていることが特徴的である。

昔の商人もロバでこの道を通ったのである。この先ヴァノワーズのコルまでは意外に遠かった。 
コルに建つ小屋の夕食までの時間をテラスでのんびりと過ごしているとマーモットが夕食タイ

ムになったのか外へ出てきた。早速写真撮影。近寄っても逃げようとしない。懸命に食べてばか

りいる。こちらの夕食のメニューは何だろうと待ち遠しい。 
ところでこの辺りの氷河は天蓋氷河と呼ばれ下に流れ落ちるのではなく氷河が乗っかるように

形成されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モン・ボショー（2013ｍ）                     グランド・カッス（3852ｍ）           
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コルにあるヴァノワーズの小屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



トレッキング 2日目 8 月 4 日 

小屋からの帰途は同じ道を戻らず南に向かいヴァノアーズ針峰を回るコースで下ることにする。

途中から標識に従って右に尾根を一つ巻いて、昔の商人がロバで通った谷間の道に合流した。両

側が石積みになっている道が観光用に保存されている。説明板があったが絵によって理解できる。 
さらに途中から水平にトラバースする道に入って昨日の出発点であるゴンドラ終点のモン・ボ

ショーに戻った。予想通りの楽しいトレッキングと足慣らしになった。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
                               あちこちで見られたマーモット 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               駐車場横のアイベックスの像 

 
 
                               登山道に設置されている

説明                


